










湯 　城 　吉 　信
現実の国では、いかに美しい幸福、快適な生活に恵まれても我々は常に重力の影響下に動いているにすぎず、 たえずこの影響にうちかたなければなら い。だが思想の国では、 我々は物体ならざる精神であり、重力という必然の重みから免れる。その め地上のいかなる幸福も 美しい豊かな精神が時をえて自らの中に見い す幸福には比すべくもな
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履軒は近体詩の規則を好まず、三十代以降、専ら古体詩を作った。 『履軒古風』では製作年代順に作品が収録される。作品から確認できるおお かな は 下のようである。
　巻一 　～明和三年（一七六六） 【京都行まで】　巻二 　明和三年（一七六六）～明和四年　　　 【京都行前後の詩】　巻三 帰坂後～安永二年（一七七三）　巻四 年が確認できる詩
：
　　　 　甲辰（一七八四） 、辛亥（一 九一）　この中、巻一と巻二とは、履軒の思いを表出した詩が









































































  一斗を得） （ 『南史』





尚ぶ」と読み、 「不遇な状況においても心安らか 居り、（表立った行動は取らずに）徳を積むことだけを尊ぶ」と解していたらしい。履軒の『周易雕題』には以下のようにある。 「 『処』 、 安居也 時可則出行、 不可則不出。 『既






























































































































































































































































































































【注】○荀卿氏六賦、礼其一…『荀子』に「賦篇」があり、冒頭は礼の賦である。○依然性悪善偽之説已…礼の賦に「性不得則若禽獣、性得之則甚雅似者歟」とあることを言うのであろう。○漢上之女子…『詩経』周南、 「漢広」に「漢上游女、無求思者」とあるのを参考にするか。○玄黄…『孟子』滕文公下篇に、王への礼物の布として登場する。○陶唐氏…太古の伝説上の帝王、堯のこと。儒教で理想の君主とされる。○嬀…堯と並び称される太古の伝説上の帝王、舜の姓。○鎬之姫…周王の姓は姫。鎬は、周の都の所在地。周代 文王、武王も理想の君主とされる。○百結…つぎはぎの服。 『藝文類聚』巻六七所引王隠『晋書』 「董威輦毎得残砕繒、輒結以為衣、号曰百結」など。○紅曁紫 『論語』陽貨篇に「悪紫之奪朱也（紫の朱を奪うを悪む） 」という孔子の言葉が見える。古来、 中国では朱が正式な色とされた。 ○是続是似… 「似」も継ぐの意。 『詩経』 「良耜」に見える【訳】荀子の六つの賦の中、礼の賦はその一つである。その内容は深く、その表現は高邁である。だが、その帰着するところは、やはり性悪説にすぎない。私はたまたまこれを読んで、しばらく憮然としてしまい、やがてこの文章をしたためることになった その言葉に言う
　崑崙の丘で霊妙なる蚕が糸を吐き、天に則って縦糸と


























































































































































































を失うこと。○白虹…兵の象。 「白虹貫日 太陽を貫く） 」で君に危害を加える象 『史記』などに見え 。○股肱移禍…『史記』楚世家に、昭王 病気になった際、その
禍を将相に移すことができるという太史の言に対して、昭王が「将相、孤之股肱也。今移禍、庸去是身乎」 （彼らは私の体の一部だ。彼らに禍を移しても我が身から禍が去ったことにはならない）と言ったことに基づく。○簾下店頭手段…縁台将棋のへぼ将棋という意味であろう。【訳】升目に国境を分かち、中空を星が落ち殺気がただよう。都城の外で 軍隊が舎りに落ち着き、宮殿では春の草が皇帝を取り囲んでいた（最初の整った駒の配置を言う） 。天子の軍隊は命を受け武器や旗飾りを取り、千里に作戦を巡らし朝廷を辞した。歩卒 歩）は全国の道路（九つの目） に先鋒となり、 厳格たる部隊は並び行進する。前方の卒 （歩） はひたすら前進 後退することを知らず、声を上げながらひたす に斬りかかる。威名はも 漢飛将軍と賞され、意気盛んに防ぐことが きな 。軽い車（香車）は、城壁にぶつかると行きなずみ、驕れる馬（桂馬）は歩卒に遭うと窮地に陥る（ 「桂の高飛び歩の餌食」を言うのであろう） 。捕虜 生け捕りにして我が兵力を補い、遂に志士 鼓舞して敵の陣地を奪う。従軍に賞あるのはすべて金印で（金に成ること 、幕府で功名を称揚するのに龍の文様を拝む（龍に成ること） 。金将は元来不幸者で、血戦で功名を遂げれば忘れられてしま
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う。ご覧あれ、夫差の心はますます驕り高ぶり、勾践が胆を嘗めて復讐を誓っているのを知るよしもない。精鋭軍も厳重な守りを緩め、敵が隙を窺う。将軍は出払 、国に優れた部下もなく、急襲されて防ぐ暇もない。車馬は虚を突かれ逃げまどう。金や銀を捨ててひたすら敵を助け（敵の駒になること） 、四面を包囲され、災禍は寝室にまで迫る。宮廷の車馬は次々となくなり、勤王の旗印を首を長くして待つ。くねくねと長い道 逃げ回り前進も後退も きず、行き止まりにぶち当たる。白い虹が天をわたり、罪 誰にあるかと議論し、王か将軍かと取り沙汰す。？〔昭王と違って〕股肱の臣下にも禍 移したが、 罰はどう 払いのけ こ ができ い。左の将軍（角のこと）は天の一角で孤 奮闘し、斜め 指し斜めに突撃し、意気盛んだ。 〔だが〕一本 木 崩れゆく建物を支える できない。棺 道端に泣き叫ぶのを見、 蝸牛角上で争った蝸牛が夢から覚めれば、 〔盤をそのまま〕 留めて暇人 攻防を云々する 若者諸君よ、巧詐の心を労して自ら 損なう のないように。詩の中で描写したのは、凡庸な負け将棋で、上手 人の手ではない。いわゆる縁台将棋のへぼ将棋というやつである。また私のような輩 ために言っ だけで、上手な



































































































【注】○雌…履軒は老子の道を「雌道」だと言った。雌道とは、消極的で卑怯な方法を言う（拙稿「中井履軒の老荘観」 （ 『中国研究集刊』四六号、大阪大学 国学会、二〇〇八年）参照。○ 視…恝（カイ、カツ）は、憂える、心配のない様など相反する意味を持つが ここでは「介」に通じ、気にする意ととらえた。○百年営此身…老子が長生きしたと う言い伝えを踏んでの発言であろう。履軒は老子を養生術の祖と見ないが、一般的伝承に従ったのであろう。 『史記』老子列 「蓋老子百有六十餘歳。或言二百餘歳。以其修 而養寿也 」履軒『老子雕題』二八（五九
  治人事天章） 「…与養生無干渉。…老
聃元無仙術 謬為道家之祖 受誣太甚。 」
【訳】退歩して自分は何もしないばかりか、消極的なやり方を説いて、人にあれこれするなと言う。世の中の人が耽溺していると文句を言いつつ、自分は養生に励んでいる。【参考】『奠陰集（詩集） 』巻二（影印本二八一頁）に竹山作「老子」詩があり（蘭洲「和歌新題」に題を取った竹山「和歌新題百詩」 ） 、 「青牛蓬累日、何物候真人、関上奪朱気、醸成胡羯塵」と詠う。独興 　
在馬山作（馬山に在りての作）
＊馬山は有馬山。履軒の師五井蘭州は、宝暦九年（一七六〇）
中風の湯治に有馬に行った。その際、 履軒も供した （西村天囚 『懐徳堂考』上
 
五一頁） 。これはその際の作品であろう（蘭洲の作













































































































































































春水能送舟 　　春の水は能く舟を送り春風不労帆 　　春の風は帆を労せず。咄嗟長干尽 　　咄嗟に長干尽き網干竹樹厳 　　網干
 竹樹
 厳たり。





生張交（はりまぜ） 」では「欵乃」に作る。○牆面…『論語』陽貨篇に、見通しが利かないことを言う表現として見える。履軒は『論語雕題』で、 「面、虚字、猶向也。牆面、面於牆也」と雕題を付けている（ 『小学雕題』でも同様） 。【訳】（その一）山城の夜明けの気配は ちょうど 〔死人が化 たという〕猿や鶴のようだ（＊注参照） 。伴とともに城門を出れば、 すぐに揖保川のほと に出る。（その二）長い堤を歩いて行けば、草は短く草鞋の底に柔らかである。まあ、慌てるなさるな、今、川下りの舟を呼びますか 。（その三）日は東の峰の上に出、川一面の靄はま 晴 ない。靄の際をしきりに見回してみ が 棹の音 けで舟はえない。（その四）靄を破って棹 影が現れ、薪を載せ 、霜はまだ乾いて
いない。さあ、一酔いしようかと思いきや、私を乗せてもう網干に着いた。（その五）船頭は私を見て笑い、棹を回して船が旋回する。低く歌って答えることもせず、 舟を晴れた砂浜に着ける。（その六）同人が一椀の酒をくじ引きで飲む順番を決める。長江下りを買った気分で、両岸には三里の山が続く。？（その七）水面の一筋の路 たちこめた靄 開 て進 。右の山は絶壁に面し〔 ように迫り〕 、左の山は遠くにある。（その八）急流は棹半分ぐらいの深さがあり、山は春の色でいっぱいである。山鳥は鳴いて舟を送り、山花は笑って人を迎える。（その九）舟は山の麓を巡り、山は舟 後ろへと遠 いてい 。山の姿を見足りずに、瞳は常に後ろを振り返る。（その十）水は浅く人の顔を映し、魚は菱の花の中に る。
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中而下位兮 　　　　　　中にして下位にあり剛而能屈 　　　　 剛にして能く屈す。我其夙夜 　　　　 我其れ
夙つと
に夜に













幽人貞吉 （道を履むこと坦々、 幽人貞にして吉） 」 とあり、その象伝に「幽人貞吉、中不自乱也（幽人貞吉とは、中
『履軒古風』巻一翻刻・訳注（附巻二校勘記） ― 湯城吉信
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自ら乱れざるなり） 」とある。履軒はこれを自分の生き方の基準とした。○卒歳…『楚辞』 「九辯」に見える。【訳】 ひっそりとした林。広々した川の洲。ヒューヒューと天の道。黒々とした山の深み。様々な現象により昼夜ができるが、私の心の適うところには春秋がない。俗事も至らず仕官もせず、 古い書物を開き、 古人を友にする。つとめて心の害を遠ざけ、どうして我が身の病を憂えよう。ああ、道を踏み行うこと正しく、 〔完璧は望まず〕だいたいのところを目標にする。中ぐらいでありながら下位におり、
剛つよ
いがよく屈す。朝に夕に坦々と道を踏み
行い、正しい吉を受ける。 〔そ して〕ゆっ り 、いささか年を終え、日を過ごそうとしよう。【参考】「履軒幽人伝」 （ 『懐徳堂水哉館先哲遺事』所収、同書には「弊帚旧稿ニ載ス」と言う）
　幽人居一楼、南北有牖、南棚葡萄延蔓盈区、翠光撼席、









































もあるが、ここではしもべ、下々の者の意に解した。○耻鼎問… 「耻下問」 という語を踏まえると考えられる。『論語』公冶長篇では「耻下問」 （下問を恥じる＝目下に尋ねることを恥じる） とのないことが、 「文」 要素として挙げられている（原文「敏而好学、不恥下問、是以謂之文也」 ） 。 「問鼎軽重」という語「問鼎軽重 （鼎の軽重を問う）で、天下 窺うことの意があるが ここでは関係がないと考えた。○褒聖 孔子のこと。後世に贈られた追謚の一つ。○掌上天下… 『孟子』 公孫丑上篇儒教の仁政を行えば、天下を治めることは掌上に運らすようなものだ（簡単だ）と言った ある（原文「孟子曰、「人
  皆有不忍人之心。先王有不忍人之心、斯有不忍人之





































































































































』には、 「華胥国記」 、 「天楽楼記」 、 「偸語
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【訳】荘周が夢で蝶になったのか、蝶が夢で荘周になったのか。千年の後から見れば、蝶もまた夢、荘周もまた夢である。楽しげなのとがっかりしているのと、どちらも変わりはない。 先にこの図を作った人は、 すでに夢 （幻）と消えていった 今、題辞を書く人も夢（幻）と消えてゆき、後にこの図を見る人も、夢（幻）と消え くであろう。ああ、人が自分の身が夢（幻）であることを知り、欲に動かされず、名利の誘惑を受けず、悠然と養生し、その天性を全うできれば、これ す わち夢 よく
対処するする者であり、これを真覚（本当に覚めている者）というのだ。





















に、荘周が化したところが厳然として今も存在するのだろうか。酔っぱらい夢うつつの状態で、是非の判断ができないので、とりあえずこ に記録して、見る人に問いたい。【解説】ここでは、蝶の楽しみは私の楽しみか、あるいは荘周の思いが残っているのかと嘯く。先の詩では、現実が夢（幻）であることを強調していた履軒である 、ここで 、むしろ、時代を超越した精神の永遠性を詠っているかようである。
　以上、履軒は「栩々」 「蘧々」 （うれしい感情と悲しい





一ノ上、第八）二十五葉「安政丁巳仲冬 に「書幽 先生賛荘周画幅匣陰」という文章 ある（注） 。これによれば、蔀関月（一七四七～一七九七）の画に履軒が賛を付けたものと言う。題名からすると 題夢蝶図」なのであろう。（注）原文「荘生夢蝶図、関月蔀氏画之、幽人先生賛之。賛辞収在




との交流を中心に」 （ 『フィロカリア』十一号、大阪大学文学部美学科、一九九四年）が詳しい。同稿では、蔀関月が一七八三年から一七九二年まで懐徳堂に住んだことや、その画に竹山や履軒の賛が多く見られることが紹介されている。ただし、 「荘生夢蝶図」については言及さ
れていない。
　竹山が賛を着けた蔀関月の画には確認できるものは以

























































































生女不下堂 　　女を生めば堂 下されざるも生男向辺城 　　男を生めば辺城に向かう【訳】人は男を生むのがよいと言うが、どうして、父母の情を知りえようか。女を んでも離縁はされないが（？） 、男を生めば辺疆の城に向かうことになる。【解説】息子を生むよりも娘を生む方が良いと詠う唐詩に、以下のようなものがある。・
  杜甫「兵車行」 「信知生男悪、反是生女好。生女猶得嫁比隣、生男埋没随百草。 」
















































































　　周道有松、九章章四句【注】○周道…『詩経』 「小雅」 「四牡」などに見える。大きな路の意。○寿考…長生きの意。 『詩経』 「大雅」 「行葦」に見える。○酌言…言は助字。酌言は、 『詩経』 「小雅」 「瓠葉」に 台背 しみ肌。 『詩経』 「大雅」 行葦に見える。○百里…方百里の地。転じて 県の地。【訳】大きな路に松があり、その陰は深々と ています。君子
が長生きなされ、私は安心していられます。大きな路に松があり、深々としています、その陰は。君子がお楽しみあそばされ、私の は慰め大きな路に松があり、引き留められます。あなた、その人は、国の重要 救い主です。私に父母がおり、 食べ物もあります。君子のお光により私は養生することができます。私に子がおり、孫がおります。 〔これも〕君子 お恵みのお陰で、ほとんど患い あり せん。父母は を生み、誰が私を長生 させるの しょう このご恩に報いようとして 私の心は思い悩みます。春の酒は瓶にあり、おいしい肴は
俎まないた
の上にあります。こ

















































































































































































































































































【校勘】○愛我…「愛乎我」の「乎」を墨筆で消す。北山写本では残している。○就師氏…「就」は墨筆で消しているが残した。【注】 ○旁午…入り交じること。○春日遅遅… 『詩経』 「豳風」 「七月」 、 『詩経』 「小雅」 「出車」に見える。○齠齓…歯が生え替わること。 『顔氏家訓』 「序致」 に 「昔在齠齓、便蒙誨誘」とある。○組紃麻枲…組紃はひも。麻枲は麻。これらを作れることが女子のたしなみとして『礼記』 「内則」 （家庭での礼を述べる）に見える。 （ 「女子十年不出。姆…執麻枲、治絲繭、織経、組紃 」 ）○劉向之伝…前漢の学者劉向作の『列女伝』のことであろう。○班氏之誡…『漢書』の編纂で有名な班固の妹の
班昭（曹大家）が女子教育ために著した『女誡』七篇を言うのであろう。○贅瘤…名誉や位のこと。嵆康「答難養生論」に「蓋将以名位為贅瘤…」とある。○興…物に託して表現する法。古来『詩経』について「風・雅・頌、比・賦・興」 の六義があると言われている。○中情… 『楚辞』に多く見える。○伯鸞…後漢の梁鴻の字。梁鴻は人に頼らず行いを全うした人。 履軒が雕題をつけて る 『世説新語補 「徳行上 に見える。なお、 『履軒古風』 巻三 「祭亡妻」では「十載伯鸞妻」と自分を伯鸞に喩えている。【訳】履軒幽人が独り座り読書し思考が深まっていたその時、客が来て仕官を勧めた。幽人は顔を上げて笑いうつむいて答えなかった。客は気分を損ね、昔を例にし今を談じて質問責めにした。 幽人は終始 （とうとう） 答えず、筆を引き幽情の賦を作っ 思い 託し 客は受けてこれを読み、なるほどと思いを悟ったようで、これを懐しまって帰っていった。その言葉は次のようであった。春の日はうらうら、鳥はちっちっと鳴く。春が去ったのは昨日なのに、たちまちまた来る四時が循環するのはごうごうと駆けるかのようだ。我が人生の過ぎやすいのに感じ、 昔 人 思 涙を流す。
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ああ、亡き父は私を慈しんでくださった。私が物心つかないうちから教育し、言葉を直し、箸を右手に持たせてくださった。歯の生え替わる頃には、教師 つけ、容儀を修めさせてくださった。紐の編み方や麻の取り方を習い、劉向の『列女伝』を習い、班氏の『女誡』を暗誦した。先人を目標にしようと、心から誓いを立てた。〔それなのに〕なんと私の不甲斐ないことか。見目麗しくもなく、ただ余計な瘤がぶら下が いないことを幸いに、 行いを慎 、 思想 清くすることを願う。女性の化粧に惑わされることを羞じ、美人の媚び 純粋でなく心正しくない（下心に満ちている）のを羞じ詩人の諫めに鑑みて、堅く自ら守り、そのため世 中と合わない。春の日はうらうら、鳥はちっちっと鳴く。餌を含んで帰り、雛が飛び立とうとする。草木は美しく茂り、清い庭に芳香 放つ。万物はその情に適い、にこにこと喜び合う。ただ私だけがひとりぼっちで、誰 思い 述べることができようか。

































【注】○皐比…虎の皮。転じて、講義の席。○為他人裁縫嫁衣裳…他人のために働くこと（秦韜玉「貧女」詩） 。また、 『論語』憲問篇に「古之学者為己、今之学者為人」とあるのを参照。○短褐…貧しい人の喩え。ここでは徳を言うか。【訳】 万巻の書を読破しても、 何も身に付いていなければ、多いと言っても何の益があろう。一字も知らないのと同じだ。傲慢に一般人に誇り 得意げに講義 席に着く。こういうのを「他人のために嫁入り衣装を作る」というのだ。 〔私は〕密かにこの風潮が蔓延するのを痛み、慎んで自らを諫めている。 これを言うのは簡単なようだが、実践するのは実に難しい。私が実行できるのはわずかな
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ことだが、 朝に夕に努力する。短い衣は温かくはないが、自分を養えればいい（養うことを希望する） 。城南墳＊明和元年（一七六四） 、履軒が師の五井蘭洲の墓参りをした際の
作。自らの不甲斐なさを嘆く。五井蘭洲は宝暦十二年 （一七六二）亡くなり、現大阪市天王寺区にある実相寺に葬られた。




















































































































以照其域 　　　 以て其の域を照らす。其人如玉 　　　 其の人
  玉の如し。














































五井蘭州墓 し） 、奔走するようだ。独り行けば感じやすく、気持ちがふさいで行きなずむ。ようやく実相寺の丘に上り 苔むす墓に参り掃除する。これが先師の幽室だ。お声とお姿とを思い出して涙を流す。時間が速やかに過ぎるのを嘆くうちに、三回忌がもう ぐ来る。 学を継ぐ者はなく、 誰がその
徳とく
を頌え事跡を記そう。弟子と旧友は、









































































































































































































































































































【訳】 そもそも鳥類の種類の多さは、 もとより様々であって窮めがたい。品が良いことをもって称されるものもあれば、人に媚びる才能のあるのもあり、独特の香りにより食に供されるものもあり、きれいな文様で飾り 使われるものもあり、書物に記載され ものは、枚挙に暇がない。
　私が金鶏の様子を見ると、まことに雉であり、錦の文
様があり、朱色の体は明るく輝き、翡翠色の羽（＊翡翠色は青緑だが、実際のキンケイの羽は主に青色）美しく翻り、金色の線が首を巡って舞い 頭上 羽が豊かでとさかのようだ。表現でき 概略 以上 ようで る。五
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色が混じり合い、様々に綾を織りなし、さざ波のように連なり、絵のようでもあり彫刻のようでもあり、螺鈿のようでもあり鱗のようでもあるのは、目で窮めることもできないし、まして口で表現することもでき い。まことに鳥類の美の粋であり、孔雀や翡翠も論ずるに足るまい。私は、ひとり その故郷を離れて落ちぶれたのを傷み、籠を撫 てこれを慰めて言った。
　ああ、お前は遠く海外に生まれ、艶やかなる姿を患い
とし （？） 、 万里に波濤 越え 、 この国に漂うことになった。風流人（趣味人）に可愛がられることを祈り、はかない命を籠に寄せ、木の葉は秋風に漂い、空気は寒空凛々とする。故郷の山を望ん 首を伸ばしても、雲は幾重にも重なる 故郷の林を想い声を上げて 、誰がお前の傷みを察しようか。他国に囚われた者の悲哀で 。どうしてお前は罪なくしてこ ような憂き目に遭うことになったのか。
　この時、金鶏はちょうどそのおみ足を歩ませ金色のと





のお金持ちの方々は、遠くの物を宝として、珍しい物を尊んで競いあっており、金鶏を飼う人も少なくはない。どうして海外から 貢ぎ物がこのよ に頻繁で多いのであろうか。そこで、海を越えて来る鳥は、それが祖先となり、 今いる鳥は、 すべ 籠の中で生まれ育ったもので止まり木を山だと思い 竹柵 林だと思い、板葺きの家を大空だと思い、わずかばかりの土地を平原だと思い、一掬いの鉢の水 谷の泉と思い、望むべき故郷の山もかつてなく、また懐かしむべき故郷の林もない。どうりで私の言葉を怪しん はずだ。ああ、お前の生態は、肉は臭くて食えず、声はギャーギャー 聞くに堪えず、称えるべき徳もなく、聡明な性質もなく、いたずらに美し容姿をもって人に媚び、 〔かと言って〕儀式の飾りとしてその雰囲気を厳かにすることもできず ひ り牢獄閉じこめられながら、意気揚々とこ よう ものだと思い、 野生の鳥が意を得て健康に過ごしているのを知らず、かえって思いやりある人（＊履軒自身の とを うのであろう）の言に憤慨す 。まこと 憐れむべきこ だ。だが、お前は畜生に過ぎない〔だから許そう〕 。人 この鳥のような者がいな と誰 知ろうか。
【参考】江戸時代におけるキンケイ　磯野直秀『日本博物誌年表』 （平凡社、二〇〇二）によれば、江戸時代にはキンケイが頻繁にもたらされ、飼育されたり 見せ物になったりしていた。同書により、キンケイに関わる主な記述を整理 みると、以下のようになる。
　キンケイは、早くに、慶長一五年（一六一〇）に献上














































ろきは命の鳥さし」に見える（ 「その奥に庭籠ありて、はつがん、唐鳩、金鶏、さまざまの声なして…」 ） 。また、『百千鳥』 『飼鳥必用』には飼い方が紹介されている（ 『古事類苑』による） 。
　また、 『国立国会図書館月報』二〇〇八、四（№
565）
表紙に、 『梅園禽譜』 （天保一〇年（一八三九）序）の美しいキンケイ図が見える（ 「鷩雉」と題されてい 。
　なお、履軒の時代、大坂船場の八百屋町筋には鳥を扱





















































るべし」 （巻四 「八百屋町飛禽店 （やおやまちとりみせ） 」 ）【参考】キンケイの名称
　『日本国語大辞典』では、キンケイの和名として「に
しきどり」を挙げる おそらく、江戸時代は一般にこう呼ばれていたのであろう 一方、 『和漢三才図会』巻四二「原禽類」や、小野蘭山『重訂本草綱目啓蒙』巻三二「原禽」 では、 キンケイの名称 （別 ） として、 「山鶏」 「錦鶏」 「金鶏」 「采鶏 「鷩雉」 「
」など多くの漢名が挙げ
られているが、いずれにも履軒の「錦雉 は見えない。履軒は事物の名称にこだわりを持ち、自ら新しい命名を試みることもあった （拙稿 中井履軒の名物学
―
その 『左




























































































【注】○提爾耳…「提耳」は懇ろに諭し教えること。 『詩経』 「大雅」 「抑」に見える。○強聒…かまびすしいこと。学舎の名（寧静）通り、静かにしろというのだろう。【訳】満ち満ちた白露の下、ヒューヒューと冷たい風が吹く。天は澄み渡り、草木は萎む。時間は流れ行く川ようで、 〔その早さに〕驚き、 〔本当かと〕疑うほどだ。諸君は何のために、書箱を負って〔はるばる遠く〕ここに集まったのか すでに雑事 心乱されることもな 、また家庭の煩いもない。今、努力しなけ ば、ぐずぐず
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慎んで心に銘記し違うことなく、 学問は優秀で宮仕えした。公卿を助け仕え、徳に親しんだ。親が老いて養う者もなく、遥かに思いを馳せた。長くため息 ついて思った、ど して帰らないでおられようか、とそこで帰ったが、痩せた田が二頃（＊一頃は百畝）あるのみ。鋤を執って穀物を植える。稲穂が生じても、雑草が生い茂る。ぼさぼさ髪に粗末な服で、経書を片手に田を耕す。飲食に不自由しても、子としての務 は怠らない。座敷に上がって親 奉じるのは ただ魚と干し肉だけだ酒や甘酒を承けるのは、ただ 供と婦人 けだ〔自分は口にしない〕 。親の側に仕え、嬉々とし 楽しんでいた。ませて た？ご老人はずっと憂いというも 知らなかった。その徳がお上に届き、表彰 受 た。主君より命があった。お前に報奨金を賜う、お前が孝を全うする に必要 ものはすべ 与える、とのことであった。
友らは皆、自分が表彰されたかのように喜んだ。世捨て人の私、積徳が、この詩を作り、はるかに稲垣生に贈り、その美徳を賞揚し、世の中に伝え、人民が感動し奮起するようにした。古の言い伝え 言う、孝子は乏しくない、と。

















































































































う。また、非凡で美麗な辞賦文章で知られた人もいるだろう。自制心を持ち勉学に励み一芸に優れる人は非常に多 。ただ、温厚で慎ましく、博学で篤行家で、国を感化することができ のが、我が師ほど純粋かつ完全な人 、いまだかつていなかっ 。我が師の徳はなんと偉大なことか。 今 師は我々諸子をお捨てになった。我々はこれから何によったらよいのか。その故郷に碑を建て、師の徳行を覚えている者を選び 文章を作り銘に彫ればいいでいか。 そうすれば、 我々諸子は季節ごとの墓参に行く所ができるし、後世の子孫で敬慕する者も拝む所ができる。これはよいことではないか」と。
　そこで三宅生を私の処に遣わして言った。 「先に竹山先生に孝状
をお書き頂き、我が師のこれまでの行いは、明ら になりま た。再度先生を煩わせるわけにもまいりません。あなた様に銘を書いていただけないでしょうか」と 私は生と語り、看病や葬儀の助けた様子を尋ねた。答えは慎ましやか 、涙を浮かべ沈痛な表情であり、真心から師を追慕 ていることがよくわかった。よって、その弟子は皆そのようであることがわ るし、 た、後世の子孫






位が進んでもますます謙虚に、評判は揺るぎなきものとなったそのすばらしき行いを、役人は見習い、村を感化し、さらに国の隅々にまで及んだ。だが、 いくらお慕い申し上げても事態をどうすることもできなかった。歳月が経ち、孝行を遂げ（父上が亡くなり）琴を弾き、書を読み、名声を隠しひっそりと住まわれたご領主がおっしゃった。 「志を遂げられた（孝を全うされた）今ひっそりと暮らし 子弟の教育でもなさい」 。師がお しゃった。 「私の仕事は全うしま た。厚くご恩を被っておりますのに、 どう てお忘れできましょう」 と。そこで、東に赴き、前職にお就き なった。その地の民草は悪い者がいなくなった。ああ師よ、何と徳の純粋なことか。並みいる名士の中にも、これほどの人はいないただ、丁巳という年は、何とひどい年なのだ。天は強いて〔師を〕お残し なられず、民から師を奪われ里人は意気消沈し、家を失った犬のようだ。仰いで嘆き伏して泣き、悲しみを抱いて互 に嘆き合った。
私が罪がない（正しくいられた）のは、師のおかげだ。私を撫で育ててくださった、私の父母だ。再び播磨へと赴かれ、私を悲しませた。すぐに帰ってくるとおっしゃったのに、どうして遠く私を 棄てになったのか。ああ、今このようになり、何を望めようか。天には命があり、これをどうしようもない。そこで、田殿 石碑を建て文を作り、歳時怠らず酒と食物をお供え申し上げ報いとするには足りないが、せめ 自らの慰めとする。死を見ること、生のご く〔少しも恐れず〕ああ、師よ。どうして徳がか も純粋なのか。ただ、純粋なゆえに純粋な だ。【注】○瀧嵓…「嵓」は「嶽（岳） 」の異体字。故郷の田殿の清滝に因んでつけられた号。○三十餘人…碑 下部に名前が彫ら ている。 『塤集』では「若干人」 になっている。○寔蕃有徒… （ 『左伝』昭公二十八年 「実蕃有徒」 、 『書経』仲虺之誥「寔繁有徒」 ） 。○放…「よる」 （ 『論語』里仁篇「放乎利而行多怨」 。○竹山・孝狀之撰…中井竹山に「稲垣子華孝状」 （明和二年（一七六五）作） る。○愿款…「ゲンカン」 。慎み深くて誠が ること ○蔡邕爲郭太碑文…（ 『後漢書』郭太伝、 高士伝』 ） 。○郭有道…「有道」は挙士
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科目の一つ。○玄纁…「ゲンクン」 。黒い帛。人を招聘する際に用いるもの。ここでは、それに価する価値を言うか。○肉粟…食料。給料？（白居易『白氏長慶集』巻六五「七十三養老、在使之寿富貴」に「特頒其布帛肉粟之賜則謂養老之道尽於是矣」とあるのを参照） 。○台得藎臣…「藎臣 （ジンシン） 」 は 「忠臣」 （ 『詩経』 大雅、文王）○戎有良翰…「戎」は「なんじ」 。 「良翰」は才能のある人（ 『詩経』大雅、崧高） 。○言告侯氏、言告言歸…「言」 ここに」 （語調を整える語、 『詩経』によく見える） （ 『詩経 国風、周南、葛覃「言告師氏、言告言帰」 ） 。○扇枕臥氷…「扇枕」 暑い夏 親の枕を扇いで涼しくす こと。 「臥氷」は王祥という人が、冬に親の好きな鯉を獲るため 臥して氷を解かしたこと 『捜神記』 。ともに、孝行を言う。○專美…美名を独占する （ 『書経』 説命下、 書言故事』評論類、專美） 。○胼胝…「ヘンチ」 あかぎれ。手のものを 胼 、足のものを「胝」という。○逸豫無期…十分に楽しむこと 『詩経』小雅、白駒） 。○三命之俯…官位が進むに随って益々謙遜すること（ 『左伝』昭公七年） 。○徳音…良い評判（ 『詩経』豳風、狼跋、邶風、日月） 。○覃及…「タンキュウ」 及ぶこと（ 『詩経』大雅、蕩）○愛莫助之…（ 『詩経』大雅、蒸民） 。○日月已慆…「慆（トウ）は「過ぎる」 （ 『詩経』唐風 蟋蟀「日月其慆」 ） 。 載琹載書 載」は「すなわち」 （語調を整える語、 『詩経』によく見える 「琹」は「琴」 。弾琴と読書。ともに風流なもの。○勉爾遁思…「遁思」は世を遁れる意思 （ 『詩経』 小雅、 白駒） 。 遐心… 「遐」 は 「遠い」
「遐心」は疎遠にする心（ 『詩経』小雅、白駒） 。○不穀…「穀」は「善」 。○濟濟多士… （ 『詩経』大雅、文王） 。○憗遺…「ギンイ」 。強いて残す（ 『詩経』小雅、十月之交「不憗遺」 ） 。○喪家狗…家を失った犬（ 『史記』孔子世家） 。○銜恤相
…「銜恤」は「悲しみ
を抱く」 （ 『詩経』小雅、蓼莪 「
（シュウ） 」 は「呪う」 。○遐棄
…遠く見捨てる。生者を後に残して人が死ぬこと（ 『詩経』周南、汝墳） 。○云何其盱…「盱」は「望む」 （ 『詩経』小雅、何人斯「云何其盱」 ） 。○羞…食物をす め供える。○薄…いささか。○視死之日、猶生之年…『史記』蔡沢伝に「視死如帰、生而辱不如死而栄、士固有殺身以成名、唯義之所在、雖死無所恨」とあるのを参照。西岡雑詩＊西岡での静かな滞在を詠った詩 京都の西岡は、竹山や履軒の































































































































































































































































































以降では、この人を見 に、実に偉大であると言える。そこで、草の庵に住んで臥龍と呼ばれ、軽い車 操って猛虎の威力があり、危うい主君を泥の中から救い、西はしに三国を鼎立せしめ、王政を輝かせ、長く遺愛を示した。もしこの人 長寿を全 したら、事態 どのようになっていたか計り知れない。天下の奇才でなければどうしてこのような とができたであろうか。ああ、当時の状況を考えれば、 公の業績は偉大だと言うべき ある。だが公の志が遂げられ ったの 、運命だ。もし、天









































　『奠陰集（詩集） 』巻三→ 『奠陰集（詩集） 』巻二

























　不再来→不再求　〔書き下し〕 びは来ず→再びは求めず【文字の異同】 （＊履軒草稿→『洛汭奚嚢』 ）二、五〇頁 　席上→離席
三、五一頁 　自咲→自笑五一頁 　休憂阿徳貧、貧時即是福（自無塵縄縛） →休憂阿徳貧、自無塵縄縛（＊竹山『奠陰集（詩集） 』巻二の引用は「休愁阿徳貧、貧時即是福」 ）＊









一〇、五五頁 　「朝飲」とあり「朝」の横に 晨 とある→朝飲五五頁 　紫霓→紫電五五頁 　汨揺々→汨蕩々十五、六〇頁 　「肱」は「鈎」 （？）を改める→肱曲十八、六二頁 　「朽廃姿」とあり「姿」の横に「躯 る
　　　　→朽廃姿
六二頁 　驩未洽→歓未洽



































並受待用 　　並びに待用を受く狡兎之林 　　狡兎の林となり龍蛇之淵 　　龍蛇の淵となる【訳】私は能なしで、物を容れることしかできません。優れたものと劣ったものとはもとより性質 異にします
























在東之涯 　　東の涯てに在り乃祖莵裘 　　乃ち祖莵裘孫子敬止 　　孫子敬止し修其壊弊 　　其の壊弊を修む獲其玄器 　　其の玄器を獲り四周無縫 　　四周縫無く廓然虗矣 　　廓然として虗なり無蓋無底 　　
蓋ふた
無く底無く
























































為す）に、趙王の言として「人有言子者曰、 『父之孝子、君之忠臣』 」 （人
  子を言う者有りて曰く『父の孝子は、
君の忠臣なり』と）とある。この故事に基づく「孝詩」という詩にも「欲得忠臣者、求之孝子門」 （忠臣を得んと欲する者は、之を孝子の門に めよ）とある。【訳】 〔王祥の〕
淳あつ
き徳は世の中こぞって仰ぎ、その孝行





















































































【訳】あの北山を見て、我が南の音楽を奏でる。調べは短調へと変わり、その凄まじさは人を動かす。ある人が私に尋ねた。 「どうしてこのようなのです 」と。 〔私は答える〕 「それでなくても兄弟が少ない に、他郷に離散しているのです」と。秋はまさに尽きようとし 草木はまさに色褪せようとしている。露が体を侵し、悩ましき夢が心を痛め 。飢えも渇しもしていないが、枕に伏せて寝返りを繰り返す。いつになったら、あの故郷の林で翼を休めることができるのだろう。
懐徳堂研究　第 1 号　平成 22 年 2 月 28 日
100
